
名古屋高速道路の交通事故の特徴（令和５年度）

本線

506件 65%
カーブ

83件 11%

料金所

108件 14%

出口

59件 8%
入口

19件 2%

７７５件

箇所別事故件数では、本線部での事故の割合が６５％と

多くを占めています。

黒川出入口カーブ

11件 13%

鶴舞南JCT南
カーブ 9件 11%

明道町南カー

ブ 8件 10%

山王JCT北カー

ブ 6件 7%
庄内通カーブ（下） 6件

7%

春岡西カーブ

（下） 5件 6%

丹後カーブ

（上） 5件 6%

その他 33件
40%

８３件

黒川ランプカーブや都心環状線のカーブ区間での事故が

多くを占めています。

車両単独

187件 24%

車両相互

588件 76%

７７５件

形態別事故件数は、車両相互事故が７６％と多くを占め

ています。

追突 316件
54%

車両衝突 208件
35%

多重追突 61件 10%
その他 3件

1%

５８８件

車両相互事故は、追突・多重追突事故が６４％と多くを占

めています。

追突 234件
46%

車両衝突 164件
32%

多重追突 51件
10%

施設衝突

50件 10%

横転・転覆

4件 1%
その他 3件

1%

５０６件

本線では、追突事故の発生割合が高く、全体の約半数を

占めています。
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本線では、朝夕の交通量の多い時間帯に、多く発生して

います。
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お客様のうち、２０歳代の事故が多い傾向にあります。
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事故件数（箇所別・曜日別）
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事故は交通量が少ない土日に減少する傾向があります。

箇所別事故件数

カーブ区間事故件数（箇所別）

形態別事故件数
車両相互事故件数（事故内容別）

本線事故件数（事故内容別）

本線事故件数（時間帯別）

事故件数（年齢別）
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